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はじめに
　ニホンジカ（Cervus nippon Temminck）は，1980

年代以降，日本各地で急増し（遠山・坂井 1993；梶 

1995），農林業に大きな被害を与えるとともに（梶 

1990，明石 1999，明石・寺澤 2001），自然性の
高い生態系に対しても大きな影響を及ぼすように
なった（梶 1993；Takatsuki & Gorai 1994; Akashi & 

Nakashizuka 1999; 長谷川 2000）．
　知床岬は知床半島北東端に位置し，知床国立公
園核心部の一つとして古くから動植物調査が行わ
れ，自然性の高い植物群落が分布していることが知
られてきた（舘脇 1966；北海道生活環境部自然保護

課 1981）．ここでは海浜植生の背後に海岸段丘上の
各種群落が広がり，さらに背後の山腹斜面にトドマ
ツとミズナラを主体とする針広混交林が成立してい
た．この海岸段丘は冬季に北西の季節風が吹き抜
ける風衝地であるため積雪深が浅いと推測される
が，段丘上に各種の草本群落とササ群落が成立し，
特に積雪が少ないと推測される段丘斜面と段丘縁
には高山性の風衝地群落（ガンコウラン群落とヒメ
エゾネギ群落）が成立していた．
　この知床岬においても1980年代以降，ニホンジ
カの一亜種であるエゾシカ（Cervus nippon yezoensis 

Temminck，以下シカと略称）が増加しはじめた（岡

北海道東部知床岬におけるエゾシカの爆発的増加によって
引き起こされた草原植生の変化

石川 幸男1 *・丹羽 真一 2・渡辺 修 2・渡辺 展之 2・青井 俊樹 3・内田 暁友 ⁴・佐藤 謙 ⁵

1.専修大学北海道短期大学造園林学科,079-0197 北海道美唄市字美唄1610‒1 2.さっぽろ自然調査館,004-0051 北海道札
幌市厚別区厚別中央1条7丁目1-45 3.岩手大学農学部,020-0066 岩手県盛岡市上田3丁目18-8 農学部1号館 4.知床博
物館,099-4113 北海道斜里郡斜里町本町49-2 5.北海学園大学工学部,062-8605 北海道札幌市豊平区旭町4丁目1-40

Drastic change of grassland vegetation after the irruption of sika deer on Cape Shiretoko, 
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 We conducted a vegetation survey to reveal the effect of the irruption of sika deer (Cervus nippon) in 
the summer of 2000 on Cape Shiretoko where intact maritime vegetation had been distributed along sea coast. 
One hundred and five quadrats were set up on the upper part of coastal cliff and on coastal terrace, and 13 com-
munities were identified by using phytosociological method. A vegetation map was also drown based both on 
1999 monochrome air-photo and the field survey. These results were compared with former records at 1966 and 
the early 1980s’, and strong effects of deer grazing on the vegetation were revealed. On windswept communities, 
strong grazing on alpine plants including Empetrum nigrum var. japonicum, Trifolium lupinaster, and Swertia 
tetrapetala was observed, whereas the species such as Allium schoenoprasum var. yezomonticola, Rosa rugosa, and 
Artemisia tanacetifolia escaped grazing and increased dominance. On coastal terrace, tall herb communities of 
Hemecocallis lilioapholdes var. yezoensis, Artemisia montana var. montana, and Petasites japonicus var. giganteus 
were also seriously grazed, whereas grass communities and Sasa senanensis community expanded their distribu-
tion ranges. Species composition of the communities maintaining former dominant species also deteriorated 
considerably. Furthermore, ruderal and alien species also grew on the various places of the terrace. 
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田 2000；梶 2007）．それによって海岸段丘上の各
群落は一年を通した採餌場として，また背後の針広
混交林が越冬地として利用されるようになった（梶 

1988）．このころから植生変化が目に見えて現れてき
たことから，シカ調査に訪れる研究者や地元自治体
の職員によって植生に与える影響が危惧されるよう
になったが，植生に対する影響・被害の全貌が判然
としていなかった．著者らはこの点を明らかにするた
めに，2000年夏，シカの増加以降初めての植生調査
を行った．その後，2005年には知床半島が世界自然
遺産に登録され，その時点でユネスコから生態系を
適切に管理することが課題とされ，2007年からシカ
の個体数調整が開始された．知床世界遺産科学委
員会のメンバーである石川をはじめ，筆者らはその後
のシカの生息と植生状況に関する長期的なモニタリ
ングに参加してきた．
　本報告は，シカの急増によって植物群落と生態
系に急激な変化が生じた当初の状況を明らかにす
るため，知床岬地区の海岸段丘上の2000年時点
での草原植生の状況について明らかにする．また，
2000年の調査結果をシカ増加以前の調査結果（舘
脇1966，佐藤1981）と比較することによって，シカが
知床岬地区の海岸段丘上の草原植生に与えた影響
を明らかにする．日本全土でシカによる植生の変貌
が顕在化しているものの，草原植生を対象に，群落
の面的変化と組成変化の双方を詳しく明らかにした
例はごく少ないことから，今回の報告を取りまとめた
次第である．

調査地
調査を行った知床岬地区は全長約62kmに及ぶ

知床半島の北東端に位置し，地形図上の知床岬（北
緯44 ° 20′43″，東経145 ° 19′45″）を北端として，その
東西約2.5kmの距離範囲に広がっている．この地区
を特徴づける草原植生の最大幅は約0.4km，標高は
約20mから50mである．以下，この地区を一括して
知床岬と呼び，本研究は海岸段丘上の植生を調査対
象とする．
知床岬の気象条件に関してはデータが存在し

ないので，知床半島の斜里側中部に位置するウト
ロのデータ（1991年～ 2020年）で代用すると，年

平均気温は6.4℃，最暖月と最寒月の月平均気
温はそれぞれ18.8℃（8月）と-6.0℃（2月）であっ
た．また年降水量は1202.1㎜，最大積雪深は122

㎝であった（https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/

etrn/view/nml_amd_ym.php?prec_no=17&block_

no=0981&year=&month=&day=&view=，2022年3

月20日閲覧）．
シカの増加以前の知床岬の植生を舘脇（1966）と
佐藤（1981）に基づいて概括すると，以下の通りであ
る．海浜において，礫浜ではハマハコベやエゾオグル
マなど，その背後の小規模な砂丘ではハマニンニク，
コウボウムギ，ハマナスなどが主体となる群落がそれ
ぞれ認められていた．また，海岸段丘の急斜面と段
丘縁には，風衝地植物群落（ガンコウランが主体とな
りシコタンヨモギ，シャジクソウ，チシマセンブリなど
が混生する矮性低木群落とヒメエゾネギ群落；写真
1）が分布していた．また段丘上では，エゾキスゲ，オ
オヨモギ，エゾノシシウド，マルバトウキ，トウゲブキ，
シコタントリカブト，ナガバキタアザミなどから構成さ
れる高茎草本群落（写真2）とともに，イネ科草本群
落やササ属の群落も分布していた．さらに，こうした
草原植生に加えて，背後の山腹斜面はトドマツとミズ
ナラを主体とする針広混交林に被われていた．
知床岬では1980年以降に急激にシカが増加した．
梶（2007）によると1980年代後半から増加が始まり，
1998年から1999年の越冬期に極大の592頭に達し，
次の1999年から2000年の越冬期に餌不足で大量死
し，177頭に減少した．その後に再び速やかに回復
して2003年から2004年の越冬期に2回目のピークと
なる626頭になり，その翌シーズンに341頭に減少し
た．したがって，本報で述べる2000年の状況は，シ
カの頭数が最初に最大となったのちに個体群が崩壊
した直後に相当し，シカによる採食の圧力が極限まで
高まった時点に相当する．なおその後，2007年から
は世界自然遺産管理の一環として個体捕獲が実施さ
れてきたことから，個体数は減少している．

調査方法
植生調査

2000年8月7日から11日にかけて，知床岬におい
て面積1㎡の方形区を合計105個，設定した．植生
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調査は植物社会学的方法に従い，各方形区において
種ごとの優占度と群度を測定するとともに，群落高と
植被率を測定した．
シカによる影響が顕著になった2000年の植生状
況と比較するため，シカによる影響がほとんど認めら
れなかった時代の調査研究である，舘脇（1966）と佐
藤（1981）の調査結果を参照した．そのうち，前者
は知床岬の植生を包括的に調査しており，森林とエ
ゾキスゲ群落においては帯状の調査区を設定してい
る．エゾキスゲ群落では幅1m，長さ20mの帯状区が
設定され，1mごとに区切った区画で調査されている
ことから，各区画を面積1㎡の方形区と見なして参照
した．エゾキスゲ群落以外の草本群落，矮性低木群
落では1㎡の方形区で調査されている．以下，この時
の調査結果から森林を除いた部分の結果を1960年
代と称する．
もう一方の佐藤（1981）は知床半島全域の海岸
草本群落で114個の方形区を設定して調査している

が，そのうち知床岬と記された22方形区を抽出した．
方形区面積は1㎡である．この調査は1979年と1980

年に実施されているので，それらの結果を以下では
1980年の調査と称する．本報の著者の一人でもある
佐藤によると，この時のこの地区における調査はおも
に段丘の縁を対象に行われたことを付記する．
なお，今回の現地調査，および過去の調査の取りま

とめに際して，裸子植物，被子植物の学名と和名は大
橋ほか（2015，2016a，2016b，2017a，2017b）に従っ
た．また，シダ植物については海老原（2016，2017）に
従った．ただし，舘脇（1966）においては種の認識や学
名が最近の認識に基づいたものとは異なっている場合
があったことから，それについてはそのまま用いた．

植物群落の識別と組成変化の実態
　シカの増加以前と増加後の植生変化を把握するた
め，この地区の植生を包括的に調査した舘脇（1966）
の植生データについて植物社会学的表操作（Mueller-

Dombois & Ellenberg 1974）を行い，種組成に基づいて
総合常在度表を作成して群落を識別し直した．また，
海岸段丘上の海に近い場所を調査した佐藤（1981），
および2000年植生データについても同様に整理し，
植物群落ごとの種組成の変化を明らかにした．

植生図
知床岬地区でおきた植生の面的変化を明らかにす

るために，1980年と2000年の2期の植生図を作成し
た．1980年に関しては，国土地理院1976年撮影の
カラー航空写真を立体視して，色調とテクスチャーを
もとに相観的に異なる植生単位を抽出し，予察図を
作成した．これに，佐藤が1979年と1980年に現地
を踏査した際の原資料に記録されていた方形区の位
置情報を対比して，植生図を完成させた．2000年に
関しては，現地調査に先立ってあらかじめ，1999年
撮影のモノクロ航空写真を立体視して，各群落の広
がりの予察図を作成した．その後の現地調査におい
て，各群落の広がりを確認した．
なお，この2期の植生図の範囲は，調査時点で現
地を確認した範囲が微妙に異なっている事情などか
ら，特に海岸段丘の急斜面部分を中心にわずかなが
ら相違があることに留意が必要である．また，これら

Photo1. Wind swept community at 1980 (by K. Sato).
写真1．1980年時点での風衝地群落（撮影　佐藤謙）．
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の植生図中の地名は主に金・金盛（1984）に従った．
さらに，これら2期の比較対象としては舘脇（1966）
の調査があるが，この調査による植生図においては
一部の地名に誤りが含まれていたことから，本報の後
段では，この植生図を参照する場合には修正変更後
の地名を用いてこれら3期の植生分布を比較する．

結果と考察
1.エゾシカ増加以前（1960年代，1980年）におけ
る群落とその広がり
　舘脇（1966）の植生データを組み直して総合常在
度表を作成した結果，1960年代における知床岬の
草原植物群落は12群落に区分された（表1）．すなわ
ち，ヒメエゾネギ群落，ガンコウラン群落，多種草
原，オオヨモギ群落，オニシモツケ群落，アキタブキ
群落，オオイタドリ群落，ススキ群落，イワノガリヤ
ス群落，クサヨシ群落，クマイザサ群落，およびチシ
マザサ群落であり，それぞれ，表に示した識別種群
によって特徴づけられている．これら各群落の名称は
原則として優占種によっているが，多種草原に関して
は，エゾキスゲのほかに多くの種が混在することから，
舘脇（1966）にしたがってこの名称を用いた．なお，こ
こで示している1960年代の総合常在度表（表1）に
加えて，以下で述べる1980年の総合常在度表（表2）
と2000年の総合常在度表（表3）においては，同一

名の群落であっても，その識別種群は年度ごとに必
ずしも一致はしておらず，場合によっては年度間で異
なっていることを付記する．これは，時間経過に応じ
て常に変動している植物群落の特性を踏まえて，識
別種群によって群落を区分する場合，実施した年度
ごとに独立して行っていることに起因している．
　これらの群落の広がりは舘脇（1966）の植生図か
ら読み取ることができる．ただし，ここで述べている
各群落は総合常在度表によって新たに区分された群
落であることから，舘脇（1966）が示した植生図での
区分とは完全には同じではなく，また，標準和名の
変更もあることから一部の群落名にも変更を加えて，
舘脇（1966）の図を改編した（図1）．シカの増加以
前のこの地区では，冬期の風衝作用が強い斜里側の
海岸段丘斜面の上縁がガンコウラン群落として示さ
れている．表1では風衝地群落に属するヒメエゾネギ
群落とガンコウラン群落の2群落は種組成によって
明瞭に区分できるものの，図1ではガンコウラン群落
のみが図示されており，その分布範囲は斜里側の海
岸段丘斜面と段丘縁に加えて，波の影響を直接に受
ける岩礁上などにも図示されていることから，図1に
おけるこの群落の分布範囲は明らかに過大と考えら
れた．このほかでは，背後の森林に接する部分を中
心にササ属の群落が分布しており，それらは斜里側
では主にクマイザサ，羅臼側ではチシマザサが主体で

Photo2. Tall herb community at 
1980 (by K. Sato).
写真2．1980年時点での高茎草
本群落（撮影　佐藤謙）．第二
岩峰付近．
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一括した．その一方で，クマイザサ群落においては，
クマイザサが単独で優占する部分の他に，ハンゴンソ
ウが共有占する部分やヤマアワが共有占する部分も
あり，組成的にも，また景観的にはそれぞれが区別
可能であったことから，それらの下位区分ごとに細分
して図示した．
　シカが最初の極大値に達した1998年から1999年
の冬（梶 2007）の直後に相当するこの時点ではガン
コウラン群落が著しく衰退し，その多くの部分がヒメ
エゾネギ群落に変化したと推察されたが，2群落を合
わせた風衝地群落の分布範囲は，1980年までとほと
んど変わらなかった．高茎草本群落は著しく減少し
ていた一方で，ハンゴンソウやイネ科草本が共有占す
る部分を含めてクマイザサ群落が拡大した．さらに，
ハンゴンソウ群落，トウゲブキ群落，オオバコ-エゾオ
オバコ群落が新たに広く分布していた．

３．各群落の特徴と変化
　以上に述べた各時期における群落ごとの分布概況
に加えて，各時期での群落の特徴と，時期間での変
化の概要を，風衝地群落，高茎草本群落，イネ科
草本群落およびササ群落に分けて説明する．なおこ
の節で各群落を特徴づける識別種群は，1960年代
から2000年までの時間経過に応じた群落ごとの組
成の変化に着目していることから，それぞれの時点で
の群落の組成を相互に比較して種群が抽出されてい
る．このため，対応する年代の総合常在度表（表1

～ 3）における識別種群とは必ずしも一致しないこと
に注意を要する．

１）風衝地群落
ヒメエゾネギ群落
　ヒメエゾネギ群落について，1960年代，1980年，
ならびに2000年の種組成を表 4に示した．この群
落は，冬季季節風に直面する北西（斜里）側の海岸
段丘斜面上部から段丘縁において岩礫や砂礫が移
動しやすい不安定地に成立していた（写真 1）．佐藤
（1981）の現地観察によると，同群落は，段丘斜
面の露岩地や段丘縁に成立するガンコウラン群落
を経て，段丘上の高茎草本群落，イネ科草本群落
ならびにクマイザサ群落へ移行しており，また，同

あった．またこれら2種のほかに，シコタンザサが知
床岬の近傍に分布するとされていた．さらに，斜里側
では風衝地群落と森林側のササ属の群落に挟まれる
ように，また羅臼側では海岸段丘の縁側に，さまざま
な高茎草本群落とイネ科草本群落が分布していた．
　つぎに，1980年においては海岸段丘の急斜面の
上部と段丘縁で現地調査を行ったことから，風衝地
植物群落と高茎草本群落が種組成調査の対象と
なっている．この時点で，総合常在度表で識別され
たのはヒメエゾネギ群落，ガンコウラン群落，多種
草原，シコタンザサ群落とオニシモツケ群落であっ
た（表 2）．また群落分布を図2に示したが，この図
は，1976年の航空写真をもとに描かれているので，
1960年代のように海岸段丘の縁から段丘上のすべ
ての群落を現地での観察をもとに判別できていな
いことに注意が必要である．このため，高茎草本群
落では多種草原以外を一括し，またイネ科草本群落
は全ての群落を一括して図示した．さらに，ヒメエ
ゾネギ群落とガンコウラン群落については1960年
代と同様に一括して風衝地群落として，シコタンザ
サ群落は1960年代と同様に示した．この時期がシ
カの急増の直前であることから，これらの各群落の
分布状況は1960年代の状況と基本的に変わらない
ものと考えられる．

２．2000年の群落とその広がり
　2000年に設定した105個の方形区による植生
データをもとに総合常在度表を作成した．その結果，
2000年時点での知床岬の植物群落は13群落に区
分された（表3）．すなわち，ヒメエゾネギ群落，ガン
コウラン群落，アキタブキ群落，オオイタドリ群落，ク
サヨシ群落，ススキ群落，イワノガリヤス群落，ハマ
ムギ群落，クマイザサ群落，ハンゴンソウ-チシマザ
サ群落，トウゲブキ群落，ハンゴンソウ群落，オオバ
コ-エゾオオバコ群落である．また，これらの群落の
広がりを図3に示した．その際，群落の境界が判別
しにくいことを勘案して，ヒメエソネギ群落とガンコウ
ラン群落は風衝地群落に，またアキタブキ群落とオオ
イタドリ群落は高茎草本群落にそれぞれ一括して図
示した．同様にクサヨシ群落，ススキ群落，イワノガ
リヤス群落とハマムギ群落は，イネ科草本群落として
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  1
：
ﾋﾒ
ｴｿ
ﾞﾈ
ｷﾞ
群
落
，

2：
ｶﾞ
ﾝｺ
ｳﾗ
ﾝ群
落
，

3：
多
種
草
原
，

4：
ｵｵ
ﾖﾓ
ｷﾞ
群
落
，

5：
ｵﾆ
ｼﾓ
ﾂｹ
群
落
，

6：
ｱｷ
ﾀﾌ
ﾞｷ
群
落
，

7：
ｵｵ
ｲﾀ
ﾄﾞ
ﾘ群
落
，

8：
ｸｻ
ﾖｼ
群
落
，

9：
ｽｽ
ｷ群
落
，

   
10
：
ｲﾜ
ﾉｶ
ﾞﾘ
ﾔｽ
群
落
，1

1：
ｸﾏ
ｲｻ
ﾞｻ
群
落
，1

2：
ﾁｼ
ﾏｻ
ﾞｻ
群
落

＊
＊

  a：
高
山
植
物
，

m：
海
浜
植
物

群落より冬季の風下側に成立するガンコウラン群
落においてそのマット状植被の北西面だけで風食
が顕著であることから，ヒメエゾネギ群落はもっとも
風衝の影響が大きい立地に成立していたと判断で
きる．同群落の立地は，おそらく冬季に凍結し春季
に融解する高山風衝荒原と同様の特徴を持つと推
測される．1980年の植生データでは，群落高の平
均が 14cm，植被率の平均が 29％であり，植被は
疎らであった．
　1960年代（観察は1962年）の植生データではヒ
メエゾネギ，ヒロハノコメススキ，エゾカワラナデシ
コの3種のみが記録されている．これは，当時の群
落記載の主眼が各群落の典型的な植分を示すこと
にあったこと，そしてごく限られた数の方形区資料
に基づいたことから，もっとも典型的な植分が調査
されたためと推察される．これに対して1980年の
調査では方形区数が 8個と多く，1960年代と比べ
るとヒメエゾネギとヒロハノコメススキが共通するほ
か，ハマオトコモヨギ，スミレ，シコタンハコベが常
在度Ⅱ以上で出現し，出現種数は10種と多かった．
　以上に対して2000年のヒメエゾネギ群落（写真3）
は，1960年代と同様に啓吉湾から知床岬までの海岸
段丘縁の岩礫地で6個の方形区資料が得られている
ものの，それまで確認されていなかったウシノケグサ
が常在度Ⅳで，またハマナスからヒロハノカワラサイコ
までの5種が常在度Ⅱで出現した（表4）．上記種のう
ちウシノケグサ，ハマナスとエゾカワラマツバは次に示
すガンコウラン群落で調査年の違いにかかわらず出
現する種である．

ガンコウラン群落
　ガンコウラン群落（表5）もヒメエゾネギ群落と同様
に，冬季季節風に直面する北西（斜里）側の海岸段
丘斜面上部から段丘縁に成立する風衝地の群落で
ある（写真1）．しかし，同群落は，ヒメエゾネギ群落
とは異なり，露岩地や段丘上の他群落と接する相対
的に安定した立地に分布していた（写真4）．
　表5に示したように，1960年代，1980年を通じて
ガンコウラン，シャジクソウとウシノケグサが常在度Ⅴ
で出現するほかに，キジムシロ，エゾカワラマツバとハ
マオトコヨモギが常在度Ⅲ以上で共通していた．1980
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Table 2. Synthesis table for the vegetation of Cape Shiretoko, eastern Hokkaido, Japan in 1980 (based on Sato 1981).
表2．知床岬の植生の総合常在度表（2）　佐藤（1981）に基づく1980年の状況

Plant community 植物群落 * 1 2 3 4 5
Number of quadrat 方形区数 8 7 4 3 2
Total number of species 総出現種数 10 33 35 30 24

a Allium schoenoprasum var. yezomonticola V . . . . ﾋﾒｴｿﾞﾈｷﾞ
a Stellaria ruscifolia Ⅱ . . . ｼｺﾀﾝﾊｺﾍﾞ
a Deschampsia cespitosa var. festucifolia Ⅱ . . . . ﾋﾛﾊﾉｺﾒｽｽｷ

Viola mandshurica var. mandshurica Ⅱ . . . . ｽﾐﾚ
m Draba borealis I . . . . ｴｿﾞｲﾇﾅｽﾞﾅ

Polygonatum humile I . . . . ﾋﾒｲｽﾞｲ
a Empetrum nigrum var. japonicum . V . . . ｶﾞﾝｺｳﾗﾝ

a & m Trifolium lupinaster . V . . . ｼｬｼﾞｸｿｳ
Festuca ovina . V . . . ｳｼﾉｹｸﾞｻ
Potentilla fragarioides . Ⅳ . . . ｷｼﾞﾑｼﾛ

m Plantago camtschatica . Ⅳ . . . ｴｿﾞｵｵﾊﾞｺ
a & m Swertia tetrapetala . Ⅲ . . . ﾁｼﾏｾﾝﾌﾞﾘ

Hypericum yezoense . Ⅲ . . . ｴｿﾞｵﾄｷﾞﾘ
Galium verum subsp. asiaticum var. trachycarpum . Ⅲ 1 . . ｴｿﾞﾉｶﾜﾗﾏﾂﾊﾞ

m Rosa rugosa . Ⅲ . . . ﾊﾏﾅｽ
a Artemisia tanacetifolia . Ⅲ 2 . . ｼｺﾀﾝﾖﾓｷﾞ

Carex microtricha . Ⅲ . . . ﾁｬｼﾊﾞｽｹﾞ
Adenophora pereskiifolia I Ⅲ . 1 . ﾓｲﾜｼｬｼﾞﾝ
Luzula capitata . Ⅱ . . . ｽｽﾞﾒﾉﾔﾘ

m Pedicularis schistostegia . Ⅱ . . . ﾈﾑﾛｼｵｶﾞﾏ
Thesium refractum . Ⅱ . . . ｶﾏﾔﾘｿｳ
Dianthus superbus var. superbus . I . . . ｴｿﾞｶﾜﾗﾅﾃﾞｼｺ
Equisetum arvense . I . . . ｽｷﾞﾅ
Sccutellaria strigillosa . I . . . ﾅﾐｷｿｳ
Phedimus kamtschaticus . I . . . ｴｿﾞﾉｷﾘﾝｿｳ

a Artemisia schmidtiana . I . . . ｱｻｷﾞﾘｿｳ
a Primula modesta var. matsumurae . I . . . ﾚﾌﾞﾝｺｻﾞｸﾗ

Astragalus japonicus . I . . . ｴｿﾞﾓﾒﾝﾂﾞﾙ
Lahyrus japonicus . I . . . ﾊﾏｴﾝﾄﾞｳ

a Ligularia hodgsonii . . 4 1 . ﾄｳｹﾞﾌﾞｷ
m Artemisia koidzumii var. koidzumii . . 3 1 . ﾋﾛﾊｳﾗｼﾞﾛﾖﾓｷﾞ
a Saussurea riederi var. yezoensis . . 3 1 . ﾅｶﾞﾊﾞｷﾀｱｻﾞﾐ
a Bistorta officinalis subsp. pacifica . . 3 1 . ｴｿﾞｲﾌﾞｷﾄﾗﾉｵ
m Hemerocallis lilioaphodelus var. yezoensis . . 2 . . ｴｿﾞｷｽｹﾞ

Convallaria majalis var. manshurica . . 2 . . ｽｽﾞﾗﾝ
Vaccinium praestans . . 1 . . ｲﾜﾂﾂｼﾞ

a Geranium erianthum . . 1 . . ﾁｼﾏﾌｳﾛ
Heracleum sphondylium subsp. montanum . . 1 . . ｵｵﾊﾅｳﾄﾞ
Sasa yahikoensis var. depauperata . . . 3 . ｼｺﾀﾝｻﾞｻ
Artemisia japonica subsp. japonica var. japonica . . . 2 . ｵﾄｺﾖﾓｷﾞ
Lespedeza bicolor var. bicolor . . . 1 . ﾔﾏﾊｷﾞ
Solidago virgaurea subsp. leiocarpa . . . 1 . ﾐﾔﾏｱｷﾉｷﾘﾝｿｳ（ｺｶﾞﾈｷﾞｸ）

a Aconitum maximum subsp. kurilense . . . . 2 ｼｺﾀﾝﾄﾘｶﾌﾞﾄ（ｼﾚﾄｺﾌﾞｼ）
Filipendula camtschatica . . . . 2 ｵﾆｼﾓﾂｹ
Aegopodium alpestre . . . . 2 ｴｿﾞﾎﾞｳﾌｳ
Nepeta subsessilis . . . . 2 ﾐｿｶﾞﾜｿｳ
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Brachypodiuim sylvaticum . . . . 2 ﾔﾏｶﾓｼﾞｸﾞｻ
Viola kusanoana . . . . 2 ｵｵﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ
Petasites japonicus var. giganteus . . . . 1 ｱｷﾀﾌﾞｷ
Parasenecio robustus . . . . 1 ﾖﾌﾞｽﾏｿｳ
Galium odoratum . . . . 1 ｸﾙﾏﾊﾞｿｳ
Allium victorialis subsp. platyphyllum . . . . 1 ｷﾞｮｳｼﾞｬﾆﾝﾆｸ
Polygonatum odoratum var. maximowiczii . . . . 1 ｵｵｱﾏﾄﾞｺﾛ
Anthriscum sylvestris . . . . 1 ｼｬｸ
Aconogonon weyrichii var. alpinum . . . . 1 ｵﾝﾀﾃﾞ
Senesio cannabifolius . . . . 1 ﾊﾝｺﾞﾝｿｳ
Fallopia sachalinensis . . . . 1 ｵｵｲﾀﾄﾞﾘ
Agrimonia pilosa var. viscidula . . . . 1 ｷﾝﾐｽﾞﾋｷ

m Artemisia japonica subsp. littoricola Ⅲ Ⅳ . . . ﾊﾏｵﾄｺﾖﾓｷﾞ
Viola sacchalinensis var. sacchalinensis I I . . . ｱｲﾇﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ

m Leymus mollis I Ⅱ 1 . . ﾃﾝｷｸﾞｻ (ﾊﾏﾆﾝﾆｸ )
m Geranium yesoense var. yesoense . Ⅲ 3 2 . ｴｿﾞﾌｳﾛ

Bupleurum longiradiatum var. breviradiatum . Ⅲ 3 2 . ﾎﾀﾙｻｲｺ
Sanguisorba tenuifolia var. tenuifolia . II 4 2 . ﾅｶﾞﾎﾞﾉﾜﾚﾓｺｳ

m Achillea ptarmica subsp. macrocephala var. speciosa . I 4 2 . ｴｿﾞﾉｺｷﾞﾘｿｳ
Iris setosa . I 1 1 . ﾋｵｳｷﾞｱﾔﾒ
Angelica anomala . . 4 1 1 ｴｿﾞﾉﾖﾛｲｸﾞｻ

m Pleurospermum uralense . . 3 1 2 ｵｵｶｻﾓﾁ
Cirsium kamtschaticum . . 2 1 2 ﾁｼﾏｱｻﾞﾐ

a Pedicularis resupinata subsp. teucriifolia var. tuecriifolia . . 2 1 1 ﾋﾞﾛｰﾄﾞｼｵｶﾞﾏ
Vicia cracca . . 1 1 1 ｸｻﾌｼﾞ
Artemisia montana var. montana . . 1 2 2 ｵｵﾖﾓｷﾞ

m Ligusticum hultenii . Ⅱ . . 1 ﾏﾙﾊﾞﾄｳｷ
Conioselinum kamtschaticum . I 1 . . ｶﾗﾌﾄﾆﾝｼﾞﾝ
Thalictrum minus var. hypoleucum . . 3 3 . ｱｷｶﾗﾏﾂ
Vicia unijuga . . 3 3 . ﾅﾝﾃﾝﾊｷﾞ
Maianthemum dilatatum . . 2 2 . ﾏｲﾂﾞﾙｿｳ
Miscanthus sinensis . . 2 1 . ｽｽｷ
Adenophora triphylla var. japonica . . 2 1 . ﾂﾘｶﾞﾈﾆﾝｼﾞﾝ
Anaphalis margaritacea var. margaritacea . . 1 2 . ﾔﾏﾊﾊｺ
Aruncus dioicus var. kamtschaticus . . 1 1 . ﾔﾏﾌﾞｷｼｮｳﾏ

m Thermopsis lupinoides . . 1 1 . ｾﾝﾀﾞｲﾊｷﾞ
m Rubia jesoensis . . 1 1 . ｱｶﾈﾑｸﾞﾗ

Calamagrostis purpurea subsp. langsdorfii . . . 2 2 ｲﾜﾉｶﾞﾘﾔｽ
Carex sp. . . 3 . . ｽｹﾞ属の1種
Poaceae sp. . . 2 . . ｲﾈ科の1種

＊  1：ﾋﾒｴｿﾞﾈｷﾞ群落，2：ｶﾞﾝｺｳﾗﾝ群落，3：多種草原，4：ｼｺﾀﾝｻﾞｻ群落，5：ｵﾆｼﾓﾂｹ群落　
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＊
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  n
：
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，
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など5種が高山植物，エゾオオバコなど9種が海浜植
物であり，シャジクソウ，チシマセンブリ，ネムロシオ
ガマは高山植物かつ海浜植物と見なされる．
　これに対して2000年の調査では，知床岬の南西側
の岩礫地で5方形区が得られており，ガンコウランは
常在度，優占度ともに低下し，シャジクソウ，キジム
シロ以下の6種も常在度が低下した．また，1980年
に記録されていたホタルサイコ以下の種が消失した．
一方で，ハマナス，シコタンヨモギの常在度とウシノ
ケグサの優占度が明らかに増加し，ほかにスミレ以下

年の調査ではさらに，エゾオオバコ，チシマセンブリ，
チャシバスゲ，ホタルサイコ，エゾオトギリ，エゾフウ
ロ，モイワシャジン，ハマナスとシコタンヨモギが常在
度Ⅲ以上で出現した．1980年の種組成は1960年代と
比較して多様であり，1960年代には観察されていない
エゾオトギリ以下の18種が出現した．それは，本群
落について1960年代と1980年代にそれぞれ5個と8

個の方形区が得られていることから判断して，1980年
代にはより広範囲で調査したからと考えている．1980

年まで同群落に出現した植物種のうち，ガンコウラン

Fig1. Vegetation map of Cape Shiretoko at  1960's (Prepared from Tatewaki 1966).
図1．1960年代の知床岬の植生図（舘脇1966を一部改変した）.
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Fig 2. Vegetation map of Cape Shiretoko at  1980 .
図2．1980年の知床岬の植生図 .

Fig 3. Vegetation map of Cape Shiretoko at  2000 .
図3．2000年の知床岬の植生図 .
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Table 4. The change of species composition of Allium schoenoprasum var. yezomonticola community.
表4．ﾋﾒｴｿﾞﾈｷﾞ群落の推移

Years of observation  観察年 1962 1980 2000
Number of quadrats 方形区数 3 8 6
Max. height of community (cm) 群落高（最高値） - 14 13
Cover of community (%) 植被率 - 29 23
Mean number of species per quadrat 平均出現種数 2.0 3.0 5.6 
Total number of species 総出現種数 3 10 13

a Allium schoenoprasum var. yezomonticola 3 2-3 V 1-3 V 2-3 ﾋﾒｴｿﾞﾈｷﾞ
a Deschampsia cespitosa var. festucifolia 2 1  Ⅱ 2-3 . ﾋﾛﾊﾉｺﾒｽｽｷ

Dianthus superbus var. superbus 1 1 . . ｴｿﾞｶﾜﾗﾅﾃﾞｼｺ
a Stellaria ruscifolia . Ⅱ 1-2 Ⅳ 1-2 ｼｺﾀﾝﾊｺﾍﾞ

Viola mandshurica var. mandshurica . Ⅱ 1  Ⅳ +-1 ｽﾐﾚ
a Artemisia japonica subsp. littoricola . Ⅲ +-1 Ⅲ +-1 ﾊﾏｵﾄｺﾖﾓｷﾞ

Poligonatum humile . I 1 I 1 ﾋﾒｲｽﾞｲ
Adenophora pereskiifolia . I 1 I + ﾓｲﾜｼｬｼﾞﾝ
Viola sacchalinensis var. sacchalinensis . I + I + ｱｲﾇﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ

m Leymus mollis . I 1 . ﾊﾏﾆﾝﾆｸ
m Draba borealis . I + . ｴｿﾞｲﾇﾅｽﾞﾅ

Festuca ovina . . Ⅳ +-1 ｳｼﾉｹｸﾞｻ
m Rosa rugosa . . Ⅱ + ﾊﾏﾅｽ

Adenophora triphylla var. japonica . . Ⅱ + ﾂﾘｶﾞﾈﾆﾝｼﾞﾝ
Galium verum subsp. asiaticum var. trachycarpum . . Ⅱ + ｴｿﾞﾉｶﾜﾗﾏﾂﾊﾞ

m Setaria viridis var. pachystachys . . Ⅱ +-1 ﾊﾏｴﾉｺﾛ
Potentilla niponica . . Ⅱ +-1 ﾋﾛﾊﾉｶﾜﾗｻｲｺ

の主にヒメエゾネギ群落を構成する8種が新たに加
わっていた．

２）高茎草本群落
　舘脇（1966）の調査資料からは，高茎草本群落と
して多種草原，オオヨモギ群落，オニシモツケ群落，
アキタブキ群落とオオイタドリ群落が識別された（表

1）．海岸段丘の縁を中心に調査を行った1980年に
は，アキタブキ群落とオオイタドリ群落では調査が行
われていない．シカの採食が著しくなった2000年に
おいては，1980年代までの高茎草本群落のうちの多
種草原，オオヨモギ群落とオニシモツケ群落が消失
し，アキタブキ群落とオオイタドリ群落は衰退してい
た（表3）．また，1980年代までは多種草原の要素で

Photo 3. Allium schoenoprasum var. yezomonticola community 
near Aburako bay at 2000.
写真3．2000年時点でのアブラコ湾付近のヒメエゾネギ群落．

Photo 4. Empetrum nigrum var. ja;onicum community at 1980 
(by Ken Sato).
写真4．1980年時点でのガンコウラン群落（撮影　佐藤謙）．
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Table 5. The change of species composition of Empetrum nigrum var. japonicum community
表5．ガンコウラン群落の推移

Years of observation 観察年 1962 1980 2000
Number of quadrats 方形区数 5 7 5
Max. height of community (cm) 群落高（最高値） - 19 19
Cover of community (%) 植被率 100 100 52
Mean number of species per quadrat 平均出現種数 8.4 13.2 9.6
Total number of species 総出現種数 17 33 25

a Empetrum nigrum var. japonicum V 5 V 4-5 Ⅲ +-1 ｶﾞﾝｺｳﾗﾝ
a&m Trifolium lupinaster V +-3 V +-3 Ⅱ + ｼｬｼﾞｸｿｳ

Potentilla fragarioides Ⅳ + Ⅳ 1-2 Ⅱ +-1 ｷｼﾞﾑｼﾛ
m Plantago camtschatica Ⅱ + Ⅳ + Ⅱ +-1 ｴｿﾞｵｵﾊﾞｺ

Adenophora triphylla var. japonica Ⅱ + . I + ﾂﾘｶﾞﾈﾆﾝｼﾞﾝ
a&m Swertia tetrapetala Ⅱ + Ⅲ +-1 I + ﾁｼﾏｾﾝﾌﾞﾘ

Carex microtricha . Ⅲ +-1 I + ﾁｬｼﾊﾞｽｹﾞ
        
Bupleurum longiradiatum var. breviradiatum Ⅱ + Ⅲ + .  ﾎﾀﾙｻｲｺ

 Luzula captata I + Ⅱ +-2 . ｽｽﾞﾒﾉﾔﾘ
a Agrostis flaccida Ⅱ + .  . ﾐﾔﾏﾇｶﾎﾞ

Maianthemum dilatatum I 3 . .  ﾏｲﾂﾞﾙｿｳ
 Hypericum yezoense . Ⅲ +-1  .  ｴｿﾞｵﾄｷﾞﾘ
m Geranium yesoense var. yesoense . Ⅲ +-1 .  ｴｿﾞﾌｳﾛ

Adenophora pereskiifolia Ⅲ 1-2 ﾓｲﾜｼｬｼﾞﾝ
a&m Pedicularis schistostegia . Ⅱ +-1 .  ﾈﾑﾛｼｵｶﾞﾏ

 Sauguisorba tenuifolia var. tenuifolia . Ⅱ +-1 .   ﾅｶﾞﾎﾞﾉﾜﾚﾓｺｳ
m Ligusticum hultenii . Ⅱ +-1 . ﾏﾙﾊﾞﾄｳｷ

Thesium refractum . Ⅱ + . ｶﾏﾔﾘｿｳ
Astragalus japonicus . I 1 . ｴｿﾞﾓﾒﾝﾂﾞﾙ
Viola sacchalinensis var. sacchalinensis . I + . ｱｲﾇﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ
Equisetum arvense . I + . ｽｷﾞﾅ
Scutellaria strigillosa . I + . ﾅﾐｷｿｳ
Phedimus kamtschaticus . I + . ｴｿﾞﾉｷﾘﾝｿｳ

m Lathyrus japonicus . I + . ﾊﾏｴﾝﾄﾞｳ
m Achillea ptarmica subsp. macrocephala var. speciosa . I + . ｴｿﾞﾉｺｷﾞﾘｿｳ

Iris setosa . I + . ﾋｵｳｷﾞｱﾔﾒ

m Rosa rugosa Ⅱ + Ⅲ 1-2 V +-3 ﾊﾏﾅｽ
a Artemisia tanacetifolium Ⅱ + Ⅲ +-1 Ⅳ +-2 ｼｺﾀﾝﾖﾓｷﾞ
a Artemisia schmidtiana . I + Ⅱ +-1 ｱｻｷﾞﾘｿｳ

Viola mandshurica var. mandshurica . . Ⅱ 1-2 ｽﾐﾚ
m Carex pumila . . Ⅱ 1-2 ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ
a Allium schoenoprasum var. yezomonticola .  .  I + ﾋﾒｴｿﾞﾈｷﾞ

Potentilla niponica . . I + ﾋﾛﾊﾉｶﾜﾗｻｲｺ
Potentilla stolonifera . . I + ﾂﾙｷｼﾞﾑｼﾛ
Polygonatum humile . . I + ﾋﾒｲｽﾞｲ

m Elymus dahuricus var. dahuricus . . I + ﾊﾏﾑｷﾞ
m Poa marcocalyx . . I + ｶﾗﾌﾄｲﾁｺﾞﾂﾅｷﾞ

Festuca ovina V 1 V +-2 V 1-3 ｳｼﾉｹｸﾞｻ
Galium verum subsp.  asiaticum var. trachycarpum Ⅲ + Ⅲ +-1 Ⅲ 1 ｴｿﾞﾉｶﾜﾗﾏﾂﾊﾞ

m Artemisia japonica subsp. littoricola Ⅲ + Ⅳ + Ⅲ 1 ﾊﾏｵﾄｺﾖﾓｷﾞ
a Primula modesta var. matsumurae I + I + I 1 ﾚﾌﾞﾝｺｻﾞｸﾗ
m Leymus mollis I + Ⅱ +-1 I + ﾊﾏﾆﾝﾆｸ
m Conioselium kamtschaticum . I 1 I 1 ｶﾗﾌﾄﾆﾝｼﾞﾝ

Dianthus superbus var. superbus . I + I + ｴｿﾞｶﾜﾗﾅﾃﾞｼｺ
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あったトウゲブキが広大な群落を形成していた．それ
ぞれの組成変化を表6から表9に示した．
･多種草原
　シカの増加以前の多種草原では，エゾキスゲ，ナン
テンハギ，スズラン，エゾノヨロイグサ，ヒロハウラジ
ロヨモギ，トウゲブキ，ナガボノワレモコウやマイヅル
ソウなど多種が生育する特徴的な群落であった（表
6，写真2）．この群落は，さらにチャシバスゲとアイ
ヌタチツボスミレの有無で二つの下位単位に区分さ
れ，両下位単位ともに出現種数はほぼ25種に達して
いた．1980年の調査では，表6の上段に記したエゾ
キスゲ等の1960年代と共通する種も多いことに加え
て，さらにビロードシオガマ以下の種があらたに記録
されており，出現種数は41種と多かった．1960年代
の本群落は，知床岬に近いアブラコ湾の南側と，知
床岬灯台に近接した，ニオモイ東側の海岸段丘の縁
に分布していた（図1）．1980年の本群落の状況につ
いては，著者の一人である佐藤が1980年にこの地区
を調査した際に，アブラコ湾付近でこの群落に含まれ
る方形区を設定していることから，航空写真では識
別できないものの，1980年にもこの部分に本群落が
分布していると判断した（図2）．
　その一方で，2000年においては，最初に記した種
のうちで表6上段に記したエゾキスゲ，ナンテンハギ，
スズランとヒオウギアヤメ等の識別種やエゾノヨロイ
グサ等の多くの種が確認されなかった．これに対して
トウゲブキが常在度，優占度ともに増加し，トウゲブ
キ群落に変質していた．このトウゲブキ群落において
は，過去に多種草原に生育していたヒロハウラジロヨ

モギ，ナガボノワレモコウ等も確認されたもののその
頻度は低下していた一方で，ヤマカモジグサ，ハマム
ギ，ミミコウモリなど過去には記録されていなかった
種が生育しており，1980年代までの多種草原とは組
成的に大きく変化していた．この群落は，さらに常在
度Ⅴで生育するセンダイハギ，ハマムギ，カノコソウ，
ヤマカモジグサ等の16種で特徴付けられるａ下位単
位と，常在度４で生育するレブンコザクラとエゾオオ
バコ，常在度３で生育するカラフトイチゴツナギとオオ
ミミナグサ等の20種で特徴付けられるｂ下位単位に
区分された．トウゲブキ群落に区分された方形区は
ニオモイから知床岬灯台の間の段丘縁付近，および
イソヤ付近で得られており，前者はかつての多種草原
の分布範囲とほぼ一致していた．群落としても，イソ
ヤ付近にまとまって分布する（写真5）ほかに，斜里側
のクマ送り湾付近にも分布していたことから，多種草
原以外の群落から変化した可能性も考えられた．
　本群落で優占するトウゲブキは，シカが急増する以
前の1980年代まではこの地区に分布していた多種草
原の構成種であったが，優占することはなかった．本
種と同属のマルバダケブキ（Ligularia dentata）はシカに
よって採食されない不嗜好種であることから(橋本・藤
木 2014)，本群落も，シカによってかつての多種草原に
おいてトウゲブキが忌避された一方で，エゾキスゲ，ナ
ンテンハギ，エゾノヨロイグサ等の多くの高茎草本がシ
カによって採食されることによって成立した群落と考え
られる．ｂ下位単位には路傍植物であるオオミミナグ
サとスズメノカタビラ，外来種であるセイヨウタンポポ
が高い常在度で生育すること，また海浜以外に荒地
にも生育するとされるエゾオオバコ（http://hosho.ees.

hokudai.ac.jp/tsuyu/top/plt/plantain/plantago/cam-j.

html，2022年3月28日閲覧）が全ての方形区で生育し
ていることから，a下位単位よりシカによる採食，踏み
付け等の影響が強かったものと推察される．
･オオヨモギ群落とオニシモツケ群落
　オオヨモギ群落とオニシモツケ群落は，両群落で共
通する種が多いことに加えて，1980年の調査では2方
形区を設定したものの組成的にこの2群落のどちらに
帰属するか不明確であったことから，表7に一括した．
　1960年代におけるオオヨモギ群落はオオヨモギか
らヤマハハコまでの8種を識別種としており，総出現

Photo 5.  Ligularia hodgsonii community at 2000.
写真5．2000年時点での羅臼側台地上のトウゲブキ群落．
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Table 8. The change of species composition of Petasites japonicus var. giganteus community
表8．ｱｷﾀﾌﾞｷ群落の推移

Years of observation 観察年 1962 2000
Number of quadrats 方形区数 10 5
Max. height of community (cm) 群落高（最高値） 180 64
Cover of community (%) 植被率 100 100
Mean number of species per quadrat 平均出現種数 11.5 12.8
Total number of species 総出現種数 32 32

 Petasites japonicus var. giganteus V 2-5 V 5 ｱｷﾀﾌﾞｷ
 Senecio cannabifolius Ⅱ +-2  I + ﾊﾝｺﾞﾝｿｳ
 Heracleum sphodylium subsp. montanum Ⅱ + .   ｵｵﾊﾅｳﾄﾞ

Viola acuminata I + . ｴｿﾞﾉﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ
 Aster glehnii var. glehnii I + .  ｴｿﾞｺﾞﾏﾅ
 Cremastra variabiris I + .  ｻｲﾊｲﾗﾝ
 Cardamine leucantha var. leucantha I + .  ｺﾝﾛﾝｿｳ

       
Artemisia montana var. montana V +-3 Ⅱ 1 ｵｵﾖﾓｷﾞ
Thalictrum minus subsp. hypoleucum Ⅳ + Ⅱ +-1 ｱｷｶﾗﾏﾂ

 Calamagrostis purpurea subsp. langsdorfii Ⅳ +-1 I 1 ｲﾜﾉｶﾞﾘﾔｽ
 Urtica platyphylla I 3 Ⅳ +-1 ｴｿﾞｲﾗｸｻ
a Aconitum maximum subsp. kurilense I + I + ｼｺﾀﾝﾄﾘｶﾌﾞﾄ（ｼﾚﾄｺﾌﾞｼ）

Allium victorialis subsp. platyphyllum V +-3 .  ｷﾞｮｳｼﾞｬﾆﾝﾆｸ
Carex pilosa Ⅳ +-3  .   ｻｯﾎﾟﾛｽｹﾞ
Anthriscus sylvestris Ⅳ +-2 .  ｼｬｸ

 Aegopodium alpestre Ⅳ +-2 . ｴｿﾞﾎﾞｳﾌｳ
 Veratrum album var. oxysepalum Ⅲ +-1 . ﾊﾞｲｹｲｿｳ

Cirsium kamtschaticum Ⅲ +-1 .  ﾁｼﾏｱｻﾞﾐ
 Angelica anomala Ⅲ +-2  .  ｴｿﾞﾉﾖﾛｲｸﾞｻ
m Pleurospermum uralense Ⅱ 1-2 .  ｵｵｶｻﾓﾁ
 Aruncus dioicos var. kamtschaticus Ⅱ +-2 .  ﾔﾏﾌﾞｷｼｮｳﾏ
 Nepeta subsessilis Ⅱ +-1 . ﾐｿｶﾞﾜｿｳ

Lamium album var. barbatum I + . ｵﾄﾞﾘｺｿｳ
Adoxa moschatellina var. moschatellina I + . ﾚﾝﾌﾟｸｿｳ
Laportea bulbifera I 1 . ﾑｶｺﾞｲﾗｸｻ
Vicia amoena I + . ﾂﾙﾌｼﾞﾊﾞｶﾏ

m Thermopsis lupinoides I + . ｾﾝﾀﾞｲﾊｷﾞ
m Ligusticum hultenii I 1 . ﾏﾙﾊﾞﾄｳｷ
 Filipendula camtschatica I 1-2 . ｵﾆｼﾓﾂｹ

Galium odoratum I 3 . ｸﾙﾏﾊﾞｿｳ
Bupleurum longiradiatum var. breviradiatum I + .  ﾎﾀﾙｻｲｺ

 Sasa yahikoensis var. depauperata I + .  ｼｺﾀﾝｻﾞｻ
r Stellaria media . V +-4 ｺﾊｺﾍﾞ
n Taraxacum offinale . V +-1 ｾｲﾖｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ
n Poa trivialis subsp. trivialis .  Ⅳ 1-2 ｵｵｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ
 Parasenecio robustus  . Ⅳ +-1 ﾖﾌﾞｽﾏｿｳ
 Brachypodium sylvaticum . Ⅲ 1-2 ﾔﾏｶﾓｼﾞｸﾞｻ
r Plantago asiatica var. asiatica . Ⅱ +-2 ｵｵﾊﾞｺ
n Chenopodium album var. album .  Ⅱ 1 ｼﾛｻﾞ
 Vicia cracca .  Ⅱ +-1 ｸｻﾌｼﾞ
 Sasa kurilensis .  Ⅱ +-5 ﾁｼﾏｻﾞｻ
 Carex remotiuscula .  Ⅱ +-2 ｲﾄﾋｷｽｹﾞ
 Catalobus pendulus .  Ⅱ +-1 ｴｿﾞﾊﾀｻﾞｵ
 Galium verum subsp. asiaticum var. trachycarpum .  II + ｴｿﾞﾉｶﾜﾗﾏﾂﾊﾞ
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r Poa annua . I 2 ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ
r Cerastium fontanum subsp. vulgare var. vulgare . I 2 ｵｵﾐﾐﾅｸﾞｻ

m Plantago japonica . I 1 ﾄｳｵｵﾊﾞｺ
n Erigeron canadensis . I + ﾋﾒﾑｶｼﾖﾓｷﾞ

Fallopia dumetorum . I + ﾂﾙﾀﾃﾞ
a Ligularia hodgsonii . I + ﾄｳｹﾞﾌﾞｷ
m Halenia corniculata . I + ﾊﾅｲｶﾘ
m Coelopleurum gmelinii . I 1 ｴｿﾞﾉｼｼｳﾄﾞ

Artemisia gmelinii . I + ｲﾜﾖﾓｷﾞ
Impatiens noli-tangere . I 1 ｷﾂﾘﾌﾈ
Viola kusanoana . I 1 ｵｵﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ
Stellaria radians . I + ｴｿﾞｵｵﾔﾏﾊｺﾍﾞ
Circaea alpina subsp. alpina . I 1 ﾐﾔﾏﾀﾆﾀﾃﾞ

種数は35種に達していた．さらにヤマブキショウマか
らヤマハハコまでの7種の有無で二つの下位単位に
区分された．a 下位単位では出現種数が8種と単純
であった．これに対してｂ下位単位では出現種数が
35種と多く，ヤマブキショウマのほかにチシマアザミ，
エゾボウフウ，アキカラマツが常在度Ⅳ，マイヅルソ
ウとイワノガリヤスが常在度Ⅲで生育していた．1960

年代のオオヨモギ群落はこの地区の西側の啓吉湾周
辺と，東端イソヤ付近に分布していた（図1）．
　オニシモツケ群落はオニシモツケからカラマツソウ
までの8種によって特徴づけられ，さらにエゾノシシウ
ドとエゾトリカブトを識別種とするa下位単位と，オオ
バナノエンレイソウからカラマツソウを識別種とするb

下位単位に区分された．出現種数はどちらの下位単
位でもほぼ20種であった．これら2群落それぞれで，
下位単位に分かれる要因は明瞭ではないものの，表
8に示したオオヨモギ群落とオニシモツケ群落は，互
いに共通する種も多かった．オニシモツケ群落は啓
吉湾のオオヨモギ群落よりさらに段丘斜面に近い位
置と，知床岬灯台より東部に位置するフンペオマナイ
付近の段丘の縁部分に分布していた(図1)．
　1980年においては両群落に相当する方形区が2ヵ
所と少なく，組成的な実態は十分には把握できてい
なかった可能性がある．総出現種数は24種であり，
1960年代の両群落の識別種のうちでは，オオヨモギ
群落の識別種がオオヨモギ以下5種，オニシモツケ群
落の識別種がオニシモツケ以下3種生育していたこと
から，1960年代と同質の群落であったとともに，分布
範囲も1960年代と変わらなかったと考えられる．
　これに対して，2000年においてはこれら2群落に

組成的に近い，あるいは類似する群落は確認されな
かった（図3）．
･アキタブキ群落
　1960年代のアキタブキ群落（表8）は，アキタブキ
からコンロンソウまでの7種で特徴づけられ，ほかに
オオヨモギとギョウジャニンニクが常在度Ⅴ，サッポロ
スゲ，シャク，エゾボウフウ，アキカラマツとイワノガ
リヤスが常在度Ⅳで生育していた．本群落の高さは
100～ 180㎝と高く，構成種数は32種であった．本
群落はこの地区の東端であるイソヤ付近に，オオヨモ
ギ群落，クサヨシ群落とチシマザサ群落に接して分布
していた（図1）．本群落は，1980年には調査されて
いないが，図2において多種草原以外の高茎草本群
落が一括されている中で，基本的に1960年代と同様
の分布状況であったと推察される．
　2000年においては，シカが増加する以前の分布範
囲に近い，知床灯台東側のフンペオマナイ付近の沢
周辺で調査された（写真6）．ここではアキタブキが優
占するもののそれ以外の本来の構成種はほとんど消
失し，替わって路傍植物であるコハコベ，外来種であ
るセイヨウタンポポとオオスズメノカタビラが常在度
Ⅳ以上で生育するなど，大幅に組成が変化していた．
したがって，多種草原の項におけるトウゲブキ群落の
ａ下位単位で述べたのと同様に，シカによる踏圧，採
食圧が強くかかっていたものと推察される．
･オオイタドリ群落
　舘脇（1966）による調査結果のうちでオオイタドリ
群落として区分されたのは２ヵ所に過ぎず，構成種も
5種と極めて少なかった（表9）．オオイタドリ以外にイ
ワノガリヤス，シコタンザサとキツリフネが共通して生
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Table 9. The change of species composition of Fallopia sachalinensis community 
表9．ｵｵｲﾀﾄﾞﾘ群落の推移

Years of observation 観察年 1962 2000
Stand group 植分群  a b
Number of quadrats 方形区数 2 4 5
Max. height of community (cm) 群落高（最高値） - 139 148
Cover of community (%) 植被率 100 100 100
Meam number of species per quadrat 平均出現種数 4.5 4.3 10.0 
Total number of species 総出現種数 5 10 26

 Fallopia sachalinensis 2 5 4 4-5  V 5 ｵｵｲﾀﾄﾞﾘ
 Calamagrostis purpurea subsp. langsdorfii 2 2  1 3  .  ｲﾜﾉｶﾞﾘﾔｽ

Sasa yahikoensis var. depauperata 2 + .  I 1 ｼｺﾀﾝｻﾞｻ
 Impatiens noli-tangere 2 + .  .  ｷﾂﾘﾌﾈ
 Aegopodium alpestre 1 +  .   .  ｴｿﾞﾎﾞｳﾌｳ
          

Poa trivialis subsp. trivialis .  2 +-2  Ⅳ 1-2 ｵｵｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ
Rubus idaeus .  1 +  Ⅱ +-1 ｴｿﾞｷｲﾁｺ（゙ｴｿﾞｲﾁｺﾞ）

r Stellaris media .  1 +  I + ｺﾊｺﾍﾞ
 Vicia cracca .  1 +  I + ｸｻﾌｼﾞ
         

Sasa senanensis .  4 4-5  .  ｸﾏｲｻﾞｻ
 Pteridium aquilinum subsp. latiusculum .  1 2  .  ﾜﾗﾋﾞ

Sambucus racemosa subsp. kamtshcatica .  1 +  .  ｴｿﾞﾆﾜﾄｺ
Senecio cannabifolius .  I +  .  ﾊﾝｺﾞﾝｿｳ

 Teucrium veronicoides var. veronicoides .  .   V 1 ｴｿﾞﾆｶﾞｸｻ
 Artemisia montana var. montana .   .  Ⅳ 1-2 ｵｵﾖﾓｷﾞ
 Viola kusanoana .   .  Ⅲ +-2 ｵｵﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ
 Stellaria radians .   .  Ⅲ +-1 ｴｿﾞｵｵﾔﾏﾊｺﾍﾞ
n Chenopodium album var. album .   .  Ⅲ +-1 ｼﾛｻﾞ
 Parasenecio robustus .   .  Ⅱ 1 ﾖﾌﾞｽﾏｿｳ
 Urtica platyphylla .   .  Ⅱ +-1 ｴｿﾞｲﾗｸｻ
 Poaceae sp. .   .  Ⅱ 1 ｲﾈ科の1種
 Viola selkirkii .   .   I 2 ﾐﾔﾏｽﾐﾚ
 Carex remotiuscula .   .  I 1 ｲﾄﾋｷｽｹﾞ
 Epilobium amurense subsp. amurense .   .  I + ｹｺﾞﾝｱｶﾊﾞﾅ
 Circaea alpina subsp. alpina .   .  I + ﾐﾔﾏﾀﾆﾀﾃﾞ
r Plantago asiatica var. asiatica .   .   I + ｵｵﾊﾞｺ
r Cerastium fontanum subsp. vulgare var. vulgare .   .   I 1 ｵｵﾐﾐﾅｸﾞｻ
 Persicaria posumbu .   .   I + ﾊﾅﾀﾃﾞ

Chelidonium majus subsp. asiaticum . . I + ｸｻﾉｵｳ
Brachypodiuim sylvaticum . . I + ﾔﾏｶﾓｼﾞｸﾞｻ

m Elymus dahuricus var. dahuricus . . I + ﾊﾏﾑｷﾞ
 Valeriana fauriei .   .   I + ｶﾉｺｿｳ
 Galium verum subsp. asiaticum var. trachycarpum .   .  I + ｴｿﾞﾉｶﾜﾗﾏﾂﾊﾞ

育していた．しかしこの群落は図1には表示されてお
らず，舘脇（1966）の記述によればオオイタドリ群落は
崩積地に局所的に分布する群落とされていた．事実，
著者のうちの石川が2006年から2008年にかけて，知
床半島各所の海岸植物群落を調べた際にも，海岸
段丘斜面の下部で岩礫が堆積する部分に分布してい
た（石川・野別 2007，石川・小平 2008，石川ほか 

2009）．これらの事実から判断すると，本群落は知床
岬地区においても海岸段丘斜面下方の崩積地に局
所的に小規模に分布しており，図示するほどの面積
的なまとまりがなかったものと推察される．本群落も
1980年には調査されなかった．
　2000年には啓吉湾の海岸段丘斜面から段丘上に
おいて方形区が設定され（写真7），1960年代と比較
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すると大幅に出現種が変化していた．すなわち，オオ
イタドリが優占するものの，クマイザサが共優占するａ
下位単位と，エゾニガクサが常在度Ⅴ，オオヨモギ，
オオスズメノカタビラ，オオタチツボスミレ，エゾオオ
ヤマハコベとシロザが常在度Ⅲ以上で生育するｂ下
位単位に区分され，どちらも1960年代と比べて多様
になっていた．すでに風衝地群落の項でも述べたよう
に，舘脇の調査では典型部での調査を主眼としてい
たことから組成が単純であったことも考えられるが，
少なくとも2000年のｂ下位単位においては外来種で
あるシロザが常在度Ⅲであるほかにも，コハコベ，オ
オバコ，オオミミナグサも生育していることから，シカ
による採食の影響を被っていると考えられる．

３）イネ科草本群落
　舘脇（1966）の調査資料からは，イネ科草本群落
としてクサヨシ群落，ススキ群落とイワノガリヤス群落
の3群落が識別された（表10から表12）．全体として
は啓吉湾以北から知床岬灯台付近の海岸寄りに分
布していた（図1）．
･クサヨシ群落
　1960年代のクサヨシ群落（表10）はクサヨシ1種
を識別種とする群落であった．本群落では，クサヨ
シのほかにオオヨモギ，エゾイラクサ，エゾボウフウ，
バイケイソウ，サッポロスゲが常在度Ⅳ以上で生育し
ており，出現種数は13種と少なかった．本群落は羅
臼側の台地東端部，イソヤに1ヵ所分布していた（図
1）．1980年には本群落は調査されていない．
　2000年の調査では，クサヨシ以外の1960年代の
構成種は消失するか大幅に減少し，これに替わって
イワノガリヤスが常在度を増し，クマイザサ，クサフ
ジ，エゾオオヤマハコベ，アカネムグラが常在度Ⅲ以
上で新たに出現していた．新たに出現した種は14種
を数え，これらのうちでは海浜性のアカネムグラとハ
マムギや，外来種であるシロザ，オオスズメノカタビ
ラ，さらにアメリカオニアザミが含まれていたことから，
シカの採食，ないし踏み付けの影響を受けているもの
と推察された．本群落は1960年代と同様に主にイソ
ヤ付近に分布していた．なお，本群落に区分された
方形区は啓吉湾付近の森林側とクマ送り湾の段丘
縁付近でも設定されたが，面積的に図示できる広が

りはなかった．（図3）．
･ススキ群落
　1960年代のススキ群落（表11）はススキ，ヤマハ
ギ，オトコヨモギ，ヤブニンジン，イワツツジの5種を
識別種としており，上記の種のほかに，オオヨモギ，
エゾノヨロイグサとシコタンザサが常在度Ⅳ以上で生
育していた．出現種数は15種であった．本群落はア
ブラコ湾から知床岬灯台までの海岸側に分布してい
た（図1）．本群落も1980年には調査されていない．
　2000年のススキ群落においては，ススキの優占度
が低下する傾向があったことに加えて，1960年代に
常在度Ⅳ以上で生育していたオオヨモギ，エゾノヨロ
イグサ，シコタンザサは消失するか大幅に常在度を低
下させていた．その一方で，1960年代には生育して
いなかった21種があらたに出現しており，クマイザサ
とアキカラマツが常在度Ⅴ，ハマムギが常在度Ⅳ，ワ
ラビ，ヤマアワ，ナンテンハギ，チャシバスゲ，エゾ
フウロとトウゲブキが常在度Ⅲと高かった．この中で
も，特にクマイザサが分布範囲を拡大していた．シカ
の嗜好種であるオオヨモギとエゾノヨロイグサの消失
と，不嗜好種であるワラビ，トウゲブキの増加から判
断して，主に採食の影響を受けているものと推察され
た．2000年に方形区が設定された地点も1960年代
の分布範囲とよく一致しており，アブラコ湾付近から
灯台までの海岸側であった(図3)．
･イワノガリヤス群落
　1960年代のイワノガリヤス群落（表12）は，イワノ
ガリヤス以下，エゾイチゴまでの10種を識別種として
おり，岬地区の西部，啓吉湾からアブラコ湾手前ま
でと，知床岬灯台付近に分布していた（図1）．また，
背後の森林内において林冠を欠く部分にも分布して
いた．本群落は組成分化している傾向がうかがわれ，
ツルフジバカマからコウゾリナまでの８種で特徴づけ
られるa下位単位，エゾイチゴで特徴づけられるb下
位単位，およびそれらを欠くc下位単位に区分され，
出現種数は順に17種，6種，13種であった．本群落
も1980年には調査されていない．
　2000年の調査では，全般に構成種が大幅に減少
し，クマイザサがイワノガリヤスと共優占するa下位単
位と，種組成が極端に単純化してイワノガリヤス以外
にはエゾイラクサとエゾボウフウのみが生育するb下



知床博物館研究報告47（2025）42

Photo 6. Ligularia hodgsonii community at 2000.
写真6．2000年時点でのフンペオマナイ付近のアキタブキ群落．

位単位に区分された．これらの方形区は1960年代の
分布範囲とほぼ一致している斜里側の第一岩峰から
第二岩峰付近に加えて，羅臼側のイソヤ付近でも設
定された（図3，写真8）．

４）ササ群落
･クマイザサ群落
　1960年代のクマイザサ群落はクマイザサ，ワラビ，
ヤマブドウとツルアジサイの4種で特徴づけられていた
（表13）．このほかの出現種はイワノガリヤスが常在
度Ⅴであるほかには，オニツルウメモドキとホザキナナ
カマドが常在度Ⅰであるだけで，これら以外は皆無で
あった．本群落は斜里側の森林と草原の境界部分に
広く分布していた（図1）．本群落も1980年には調査
されていない．
　2000年の調査では構成種が大幅に増加し，3つ
の下位単位に区分可能であった．それらは，a）クマ
イザサのほかにイワノガリヤス，エゾオオヤマハコベ
が常在度Ⅴで出現し，そのほかにエゾイラクサ，エゾ
イチゴ，ツルタデ等の6種で特徴付けられ，さらにク
サフジとコハコベが常在度Ⅴで出現するクマイザサ下
位単位，b)クマイザサとイワノガリヤスは常在度Ⅴで
あるもののエゾオオヤマハコベの常在度が低下し，替
わってハンゴンソウが常在度Ⅴ，かつ優占度+から
5で生育するハンゴンソウ-クマイザサ下位単位，お
よびc）イワノガリヤスが欠落する一方でヤマアワが常
在度Ⅴ，かつ優占度３ないし４で生育するヤマアワ-ク
マイザサ下位単位である．景観的に見れば，ａ下位
単位はクマイザサ群落，ｂ下位単位はハンゴンソウ-

クマイザサ群落，およびｃ下位単位はヤマアワ-クマ
イザサ群落と見ることができる．この3つの下位単位
においては，シカの不嗜好種であるエゾイラクサやハ
ンゴンソウ，路傍植物であるコハコベ，外来種である
オオスズメノカタビラやアメリカオニアザミが生育して
いることから判断して，シカによる採食の影響を受け
ていると推察される．
　2000年時点でクマイザサ群落に区分された方形
区は，主に1960年代と同様の文吉湾から知床岬灯
台の間で背後の森林に接した部分で設定されている
ことから，シカによる採食の程度に応じて変化したも
のと考えられる．その一方で植生図の比較からは，文
吉湾に近い調査区域の南西側においては，1960年
代のオオヨモギ群落に相当する部分もクマイザサ群
落に変化していると考えられることから，これらの部
分では分布範囲が拡大したものと推察された．また，
アブラコ湾南側のかつての多種草原の分布範囲に相
当する部分でも方形区が設定されており，この方形
区はハンゴンソウが共優占するb下位単位に区分さ
れた．このことは，小面積であることから群落として
は植生図に表現されないものの，多種草原から変化
した部分もあることを示していると考えられる．
･チシマザサ群落
　1960年代のチシマザサ群落は極めて単純な群落
であり，全ての方形区でチシマザサが優占するほか
にはキツリフネが生育するだけであった（表14）．群
落高は150cm～ 180cm，植被率は100％に達してお
り，立ち入ることが困難な密生した群落であったと思
われる．本群落は知床岬灯台から羅臼側の森林と草

Photo 7. Fallopia sachalinensis community at Keikichi bay at 2000.
写真7．2000年時点での啓吉湾のオオイタドリ群落．
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Table 10. The change of species composition of Phalaris arundinacea community
表10．ｸｻﾖｼ群落の推移

Years of observation 観察年 1964 2000
Number of quadrats 方形区数 5 7
Max. height of community (cm) 群落高（最高値） 100 133
Cover of community (%) 植被率 - 81
Mean number of species per quadrat 平均出現種数 7.6 8.3
Total number of species 総出現種数 13 17

 Phalaris arundinacea V 5 V 3-5 ｸｻﾖｼ

 Artemisia montana var. montana V +-1 .  ｵｵﾖﾓｷﾞ
Aegopodium alpestre Ⅳ + .  ｴｿﾞﾎﾞｳﾌｳ

 Veratrum album var. oxysepalum Ⅳ +-3 .  ﾊﾞｲｹｲｿｳ
Carex pilosa Ⅳ +-3 .  ｻｯﾎﾟﾛｽｹﾞ
Cirsium kamtschaticum Ⅱ +-1  .   ﾁｼﾏｱｻﾞﾐ
Allium victorialis subsp. platyphyllum Ⅱ + .  ｷﾞｮｳｼﾞｬﾆﾝﾆｸ
Lamium album var. barbatum Ⅱ + . ｵﾄﾞﾘｺｿｳ

 Anthriscum sylvestris I + .  ｼｬｸ
 Nepeta subsessilis I + .  ﾐｿｶﾞﾜｿｳ

Milium effusum I + .  ｲﾌﾞｷﾇｶﾎﾞ
Urtica platyphylla V +  I 2  ｴｿﾞｲﾗｸｻ

 Calamagrostis purpurea subsp. langsdorfii Ⅱ +-1  V 1-2 ｲﾜﾉｶﾞﾘﾔｽ
 Sasa senanensis . V 3-5 ｸﾏｲｻﾞｻ
 Vicia cracca . Ⅲ 1 ｸｻﾌｼﾞ
 Stellaria radians . Ⅲ 1  ｴｿﾞｵｵﾔﾏﾊｺﾍﾞ
m Rubia jesoensis . Ⅲ +-2 ｱｶﾈﾑｸﾞﾗ
m Elymus dahuricus var. dahuricus . Ⅱ 1-2 ﾊﾏﾑｷﾞ
r Stellaria media .   Ⅱ +-1 ｺﾊｺﾍﾞ
 Thalistrum minus var. hypoleucum . I + ｱｷｶﾗﾏﾂ

Teusrium veronicoides var. veronicoides . I + ｴｿﾞﾆｶﾞｸｻ
 Galium verum subsp. asiaticum var. trachycarpum . I 1 ｴｿﾞﾉｶﾜﾗﾏﾂﾊﾞ

Senecio cannabifolius . I 1 ﾊﾝｺﾞﾝｿｳ
n Fallopia dumetorum .   I 1  ﾂﾙﾀﾃﾞ
n Chenopodium album var. album .   I +  ｼﾛｻﾞ
n Poa trivialis subsp. trivialis . I + ｵｵｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ
n Cirsium vulgare .  I + ｱﾒﾘｶｵﾆｱｻﾞﾐ

原の境界部分に分布していた（図1）．本群落も1980

年には調査されていない．
　2000年の調査における本群落においては，チシマ
ザサは常在度Ｖ，優占度5で過去と変わらなかったも
のの，群落高は140cmに低下し，植被率は100％で
あるものの地表近くに矮小化した葉が密に生育して
おり，容易に立ち入ることが可能になっていた（写真
9の斜面部分）．実際にはシカによって稈と葉が採食
され，強度の影響を受けていた一方で，シカが採食
しないハンゴンソウが常在度Ⅴで生育しており，ハン
ゴンソウ-チシマザサ群落に変化していた．チシマザ
サのほかに30種が出現しており，チシマザサが単独
で優占していた過去とは激変していた．分布範囲に大

きな変化はなかった（図3）．
･シコタンザサ群落
　シコタンザサ群落は舘脇（1966）において知床岬
に隣接して東側に図示されているものの，表操作を
行ったところ，シコタンザサそのものが高茎草本群落
からイネ科草本群落にまたがって広く生育していた
一方で，シコタンザサ群落を特徴付ける種群は認め
られなかった（表1）．このため，原則に従えば群落
として認めることはできないものの，本種は稈梢と節
間に逆向きの細毛があって他の2種とは明らかに異
なることと，北海道内において群落としての分布記録
が少ないことから，舘脇（1966）にしたがって群落と
して認識した（図1）．
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Table 11. The change of species composition of Miscanthus sinensis community
表11．ｽｽｷ群落の推移

Years of observation 観察年 1962 2000
Number of quadrats 方形区数 7 7
Max. height of community (cm) 群落高（最高値） 60 105
Cover of community (%) 植被率 100 100
Mean number of species per quadrat 平均出現種数 5.9 10.6
Total number of species 総出現種数 15 29

 Miscanthus sinensis V 3-5 V 2-3 ｽｽｷ
 Lespedeza bicolor var. bicolor Ⅱ +-2 I + ﾔﾏﾊｷﾞ
 Artemisia japonica subsp. japonica var. japonica I 1 . ｵﾄｺﾖﾓｷﾞ
 Osmorhiza aristata var. aristata I + . ﾔﾌﾞﾆﾝｼﾞﾝ
 Vaccinium praestans I + .  ｲﾜﾂﾂｼﾞ

 Angelica anomala Ⅳ +-3 . ｴｿﾞﾉﾖﾛｲｸﾞｻ
 Sasa yahikoensis var. depauperata Ⅳ 2-3 . ｼｺﾀﾝｻﾞｻ
m Achillea ptarmica subsp. macrocephala var.  speciosa Ⅱ + . ｴｿﾞﾉｺｷﾞﾘｿｳ
a Saussurea riederi var. yezoensis Ⅱ + . ﾅｶﾞﾊﾞｷﾀｱｻﾞﾐ

Artemisia montana var. montana V + I + ｵｵﾖﾓｷﾞ
m Artemisia koidzumii var. koidzumii Ⅱ +  Ⅲ +-1 ﾋﾛﾊｳﾗｼﾞﾛﾖﾓｷﾞ

Galium verum subsp. asiaticum var. trachycarpum Ⅱ +  Ⅲ +-1  ｴｿﾞﾉｶﾜﾗﾏﾂﾊﾞ
 Sanguisorba tenuifolia var. tenuifolia Ⅱ + Ⅲ +-1 ﾅｶﾞﾎﾞﾉﾜﾚﾓｺｳ

Calamagrostis purpurea subsp. langsdorfii Ⅱ + Ⅱ 2 ｲﾜﾉｶﾞﾘﾔｽ
Cirsium kamtschaticum I + I + ﾁｼﾏｱｻﾞﾐ
Sasa senanensis . V 4-5 ｸﾏｲｻﾞｻ

 Thalictrum minus var. hypoleucum . V +-1 ｱｷｶﾗﾏﾂ
m Elymus dahuricus var. dahuricus . Ⅳ 1-3 ﾊﾏﾑｷﾞ
 Pteridium aquilinum subsp. latiusculum . Ⅲ +-2 ﾜﾗﾋﾞ

Calamagrostis epigeios .   Ⅲ 2-4 ﾔﾏｱﾜ
Vicia unijuga .   Ⅲ +-1 ﾅﾝﾃﾝﾊｷﾞ

 Carex microtricha . Ⅲ 1-2 ﾁｬｼﾊﾞｽｹﾞ
m Geranium yesoense var. yesoense .   Ⅲ +-1  ｴｿﾞﾌｳﾛ
a Ligularia hodgsonii .   Ⅲ +-1  ﾄｳｹﾞﾌﾞｷ
a Lysimachia europaea var. europaea . Ⅱ + ﾂﾏﾄﾘｿｳ
 Adenophora triphylla var. japonica .  I 1 ﾂﾘｶﾞﾈﾆﾝｼﾞﾝ
 Brachypodiuim sylvaticum .  I 1 ﾔﾏｶﾓｼﾞｸﾞｻ
m Thermopsis lupinoides . I 1 ｾﾝﾀﾞｲﾊｷﾞ
 Luzula capitata . I + ｽｽﾞﾒﾉﾔﾘ
 Fragaria yezoensis . I + ｴｿﾞﾉｸｻｲﾁｺﾞ

Vicia cracca . I 1 ｸｻﾌｼﾞ
 Viola kusanoana . I + ｵｵﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ
 Equisetum arvense . I + ｽｷﾞﾅ
 Festuca rubra var. rubra . I 1 ｵｵｳｼﾉｹﾌﾞｻ
m Rubia jesoensis . I 1 ｱｶﾈﾑｸﾞﾗ

Anaphalis margaritacea var. margaritacea . I +  ﾔﾏﾊﾊｺ

　その一方で，2000年に設定された方形区資料に
おいては，シコタンザサを含む群落はオオイタドリ群
落，および以下に示した新たな群落であるトウゲブ
キ群落，ハンゴンソウ群落，ハマムギ群落に限定さ
れており（表3），シカの採食によって生育範囲が著
しく減少している可能性が考えられた．このため，そ
の実態を知る目的で2000年には啓吉湾からニオモ

イの範囲においておおよそ200ないし300ｍの間隔
で，海岸段丘の縁から背後の森林に向って測線を設
けて，各側線において約50ｍおきにササ属植物の
形態を確認した．その結果，1960年代の分布範
囲とほぼ同じ位置でシコタンザサが確認された．ま
た，上記の各群落の方形区も，舘脇（1966）によ
る分布範囲とほぼ同じ部分に設定されたことから，
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2000年においても本群落を図示した（図 3）．また，
両図の間に相当する1980年においても，同様に図
示した（図 2）．

５）2000年に新たに出現した群落
　2000年にはシカの採食によって嗜好種が減少し，
忌避種が増加するとともに，海浜性の種や外来種の
定着，生育が顕著になっていた．それによって，こ
れまでに記したように既存群落に変化が生じていた
ことに加えて，新たに出現した群落も認められた．そ
れらは高茎草本群落のトウゲブキ群落とハンゴンソ
ウ群落，オオバコ-エゾオオバコ群落，ハマムギ群落
である．トウゲブキ群落は関連性の深い高茎草本群
落の項（表6）に記したので，残りの3群落の組成の
特徴と分布範囲を記述する．これら3群落の組成は，
2000年に新たに出現した群落であることから表15に
一括し，優占度も含めて記載した．
・ハンゴンソウ群落
　ハンゴンソウは1960年代にも多種草原の要素とし
て記載されているものの，単独で優占することはな
かった一方で，2000年にはハンゴンソウが優占する
群落が成立していた．この群落はハンゴンソウのほか
にオオタチツボスミレからエゾハタザオまでの6種を
識別種として区分され，さらに種数の多いａ下位単位
と種数が極めて少ないｂ下位単位に区分された．本
群落は主に斜里側の文吉湾と啓吉湾の段丘縁に近
い部分で広範囲に点在する（写真10）ほかに，知床
岬付近の段丘縁で確認された．これらの地点は1960

年代当時には文吉湾付近がオオヨモギ群落，クマ送
り湾付近がイワノガリヤス群落，アブラコ湾付近がス
スキ群落，さらに斜里側の背後の森林に沿った部分
がクマイザサ群落に相当している．ハンゴンソウもトウ
ゲブキと同様にシカの不嗜好種であり，シカによる採
食によって群落が成立したと考えられることから，シ
カの影響がない時代に生育していた群落である多種
草原だけでなく，上記のいくつかの群落からハンゴン
ソウ群落に変化したものと考えられる．
・オオバコ-エゾオオバコ群落
　オオバコ-エゾオオバコ群落は，この2種に加えてス
ズメノカタビラ，エゾハマツメクサ，オオミミナグサ，ツ
ボスミレとノハラムラサキを識別種とする群落であっ
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た．また，これらの種のほかに，コハコベ，セイヨウ
タンポポが常在度Ⅳ，エゾオオヤマハコベが常在度Ⅲ
で生育しており，種数は26種であった．
　本群落は羅臼側，半島の台地東端付近に分布して
おり，この付近は1960年代の舘脇らの調査の際には
アキタブキ群落やオオヨモギ群落が分布していたと
されていた．このことから，シカの増加に伴ってそれ
らが採食され，同時に踏圧が強くなった事によって成
立したものと推察され，オオバコ，エゾオオバコ，ス
ズメノカタビラ，セイヨウタンポポが踏圧に強い種であ
ることからも裏付けられる．
・ハマムギ群落
　ハマムギ群落は常在度4で生育するハマムギ，オ
オスズメノカタビラとコハコベに加えてエゾオオヤマハ
コベ，セイヨウタンポポ，スギナ，ケゴンアカバナを
識別種とする群落であった（写真11）．
　本群落は局所的な存在であり，植生図に図示でき
る広がりを持っていなかったが，本群落に区分された
方形区は文吉湾，啓吉湾付近の段丘縁の，かつての
オオヨモギ群落に相当する部分に設定されている．

４．採食圧の蓄積による群落変化
　以上に述べてきた各群落，および新たに確認され
た群落の相互の関連性を考察する．舘脇らが調査を
行った1960年代と，本報の著者の一人である佐藤
が調査を行った1980年の間にはシカ密度はほぼ皆無
か，あるいは生息していても極めて低密度であったこと
から，群落分布に実質的な変化はなかったと推察され

Photo 8. Calamagrostis purpurea subsp. langsdorfii community near 
the second rock peak at 2000.
写真8. 2000年時点での第二岩峰付近のイワノガリヤス群
落．

る．その後，1980年代半ばからシカが増加するにした
がって採食圧が増加した結果，著しい変化が生じた．
表4から表15で対比した各群落の組成，および図1

から図3に示した各群落の分布範囲の相互関係から，
群落間の関係は以下のようにまとめられる（表16）．

１）風衝地群落の変化
　シカの採食圧がなかった1980年代から著しく増
加した2000年にかけて，ガンコウラン群落の衰退，
組成の単純化とヒメエゾネギ群落の分布範囲に増加
と組成の多様化が認められた．この点については，シ
カの影響が認められなかった時代のヒメエゾネギ群
落に，その後，ウシノケグサ，ハマナスおよびエゾカワ
ラマツバ等が侵入してきたのか，あるいはガンコウラ
ン群落が食害や踏みつけなどのシカの影響によって
裸地化した場所に従来のヒメエゾネギ群落構成種が
侵入したのか，２つの仮説のうちいずれが正しいかに
ある．以下の理由から，筆者らは，後者の仮説が正
しいと考えている．
　2000年のヒメエゾネギ群落では，6個の方形区資
料が得られているが，それまで確認されていなかった
ウシノケグサが常在度Ⅳで，またハマナスからヒロハ
ノカワラサイコまでの5種が常在度Ⅱで出現した（表
4）．上記種のうちウシノケグサ，ハマナスとエゾカワ
ラマツバはガンコウラン群落で調査年の違いにかか
わらず出現する種（表5）である．その後2008年まで
毎年モニタリングを継続した際，2000年のヒメエゾネ
ギ群落において過去の種組成を示す植分は方形区6

Photo 9. Senecio cannabifolius - Sasa kurilensis community at Cape 
Shiretoko at 2000.
写真9．2000年時点で知床岬灯台付近のハンゴンソウ－チシ
マザサ群落．
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個中2個（方形区3と6）だけであったが，そのような
植分は過去と同様の広がりを持ち，1980年代と同じ
出現種があることを確認している（佐藤 未発表）．他
方，2000年の植生データにおける残る4個について
は，ガンコウラン群落が衰退して裸地化した場所にヒ
メエゾネギなどが侵入した植分と思われる．
　2000年のガンコウラン群落では，ガンコウラン（常
緑であるため冬季の餌資源になったと考える），シャ
ジクソウなどが衰退したが，これらはシカの嗜好植物
であり，逆に，食害を受けにくい刺植物のハマナス，
生長点が地際にあって食害に耐えることができるウシ
ノケグサ，不嗜好植物であるシコタンヨモギなどが増
加したと考えられる．また，シカの食害だけではなく
踏みつけ撹乱によってもガンコウラン群落に小規模
な裸地が形成されたために，ヒメエゾネギ群落の構
成種が侵入したと考えられる．
　既述のように，ヒメエゾネギ群落においてウシノケ
グサやハマナスなどのガンコウラン群落構成種が増
加したように見えるが，それは，元来ガンコウラン群
落が成立していた場所で，上記のような裸地が拡大
した場合，ウシノケグサやハマナスなどとヒメエゾネギ
群落構成種が混生し，ヒメエゾネギ群落と見なされる
植分に変化したのであろう（佐藤 2007）．

２）海岸段丘上の群落の変化
・高茎草本群落
　1980年以前にアブラコ湾南西側とニオモイ東側に
分布していた多種草原（図1，2）の分布範囲は，2000

年にはシカによってエゾキスゲなどの嗜好種が選択
的に採食されたことから異なる群落に置き換わって
いた．2000年の植生図（図3）から判断する限り，
その多くがイネ科草本やクマイザサの群落に置き換
わっていた．また，アブラコ湾南西側に分布していた
多種草原の一部は，2000年にはトウゲブキ群落に変
化したものと推察される．
　多種草原と同様に消失したオオヨモギ群落とオニ
シモツケ群落のうちで，オオヨモギ群落は1980年以
前には斜里側の啓吉湾付近と羅臼側のイソヤ付近に
分布していたが（図1），2000年には，このうちの啓吉
湾付近では主にクマイザサ群落に置き換わっていたと
ともに，その一部はアキタブキ群落ないしオオイタドリ
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Table 14. The change of specioes composition of Sasa kurilensis community
表14．チシマザサ群落の推移

Years of observation 観察年 1964 2000
Number of quadrats 方形区数 3 7
Max. height of community (cm) 群落高（最高値） 180 170
Cover of community (%) 植被率 100 100
Mean number of species per quadrat 平均出現種数 1.7 9.9
Total number of species 総出現種数 2 31

 Sasa kurilensis 3 5 V 5 ﾁｼﾏｻﾞｻ
 Impatiens noli-tangere 2 +  Ⅱ +-1 ｷﾂﾘﾌﾈ

        
Senecio cannabifolius .   V +-4  ﾊﾝｺﾞﾝｿｳ
Artemisia montana var. montana .   Ⅳ 1-2  ｵｵﾖﾓｷﾞ

 Cirsium kamtschaticum .  Ⅲ +-1 ﾁｼﾏｻﾞｻﾐ
Urtica platyphylla .  Ⅲ 1-2 ｴｿﾞｲﾗｸｻ
Fallopia sachalinensis . Ⅲ + ｵｵｲﾀﾄﾞﾘ

n Chenopidium album var. centrorubrum .  Ⅲ + ｱｶｻﾞ
 Lamium album var. barbatum .  Ⅱ 1 ｵﾄﾞﾘｺｿｳ

Toxicodendron orientale subsp. orientale .  Ⅱ +-2 ﾂﾀｳﾙｼ
Brachypodiuim sylvaticum .   Ⅱ 1-2  ﾔﾏｶﾓｼﾞｸﾞｻ
Calamagrostis purpurea subsp. langsdorfii .  Ⅱ +-1 ｲﾜﾉｶﾞﾘﾔｽ

 Vicia cracca .  Ⅱ 1 ｸｻﾌｼﾞ
 Sorbaria sorbifolia var. stellipila .  Ⅱ +-1 ﾎｻﾞｷﾅﾅｶﾏﾄﾞ

Parasenecio robustus .  Ⅱ 1-2 ﾖﾌﾞｽﾏｿｳ
 Rubus idaeus . Ⅱ 1-2 ｴｿﾞｷｲﾁｺ（゙ｴｿﾞｲﾁｺﾞ）
r Stellaria media .  Ⅱ +-2 ｺﾊｺﾍﾞ
n Poa trivialis subsp. trivialis . Ⅱ +-1 ｵｵｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ
 Aegopodium alpestre . Ⅱ + ｴｿﾞﾎﾞｳﾌｳ
n Cirsium vulgare . I 3 ｱﾒﾘｶｵﾆｱｻﾞﾐ
 Spiraea betulifolia var. betulifolia . I + ﾏﾙﾊﾞｼﾓﾂｹ
 Parasenecio kamtschaticus . I 1  ﾐﾐｺｳﾓﾘ
 Stellaria fenzlii . I 1 ｼﾗｵｲﾊｺﾍﾞ

Primula modesta var. matsumurae . I + ﾚﾌﾞﾝｺｻﾞｸﾗ
 Viola kusanoana . I + ｵｵﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ

Equisetum arvense . I + ｽｷﾞﾅ
 Cynanchum caudatum var. caudatum . I + ｲｹﾏ

Epilobium amurense subsp. amurense .   I + ｹｺﾞﾝｱｶﾊﾞﾅ
Galium verum subsp. asiaticum var. trachycarpum .   I 1 ｴｿﾞﾉｶﾜﾗﾏﾂﾊﾞ

a Ligularia hodgsonii . I 1 ﾄｳｹﾞﾌﾞｷ
n Taraxacum officinale .  I + ｾｲﾖｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ

群落にも置き換わっていた（図3）．これら2群落には
オオヨモギも依然として生育していた（表7）ことから，
シカがオオヨモギを主に採食した結果，アキタブキ，
オオイタドリの優占性が高まった可能性がある．一方，
イソヤ付近では主にトウゲブキ群落に置き換わってい
たほかに，ここでもアキタブキ群落，オオイタドリ群
落，オオバコ-エゾオオバコ群落も分布していた．
　もう一方のオニシモツケ群落は1980年までは啓吉
湾付近の段丘縁周辺と，知床岬灯台の東側，フンペ

オマナイからイソヤに至る部分の段丘縁付近に分布
していたが（図1，2），2000年には主にイネ科草本や
クマイザサの群落に置き換わっていた（図3）．ここで
も一部ではトウゲブキ群落ないしオオバコ-エゾオオ
バコ群落に変化した部分もあったものと思われる．
　以上の消失した群落に対して，アキタブキ群落とオ
オイタドリ群落は2000年にも残存していたものの，大
きく変質していた．このうちのアキタブキ群落の変化は
比較的単純であり，1960年代に分布が確認されたイ
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ソヤ付近の背後の森林から海浜にそそぐ沢にそった部
分に2000年にも変わらず確認された（図1，3）．しか
し，組成は大幅に変わり，各群落の項に詳しく記述し
たように，路傍植物や外来種が増加していた（表8）．
　これに対してオオイタドリ群落の変化はより複雑で
あったと考えられる．1960年代の舘脇の調査では植
生図には示されていないものの，今回の表操作の結
果，組成的に区分することができた．さらに，1980

年の佐藤による海岸段丘の縁付近の調査の際にもオ
オイタドリ群落は確認されている．これは，各群落の
項でも述べたように，本群落は面積的なまとまりが少
なかったことが原因と推察される．それに対して2000

年には啓吉湾の海岸段丘斜面から段丘上において
調査され，面積的にも植生図で図示可能であった．
1960年代のこの付近にはオオヨモギ群落ないしオニ
シモツケ群落が分布するとされていたが，表7に示し
たように，オオイタドリは頻度，優占度ともに低いな
がらもオオヨモギ群落の構成種として記録されてい
た一方で，オニシモツケ群落では記録されていないこ
とから，オオヨモギ群落がシカによって採食された結
果，オオイタドリ群落に変化した可能性がある．
・イネ科草本群落
　イネ科草本群落としては，次節で述べるササ群落
を除いて，シカが増加する以前にはクサヨシ群落，ス
スキ群落，イワノガリヤス群落が分布していた．このう
ちのクサヨシ群落はイソヤ付近に分布しており，2000

年の調査でも分布域はほぼ変らなかった（図1，3）．
しかし，組成的にはクサヨシ以外の1960年代の構成
種は消失するか大幅に減少し，これに替わってイワノ
ガリヤスが常在度を増したほかに，新たに出現した種
は14種に達していた（表10）．これらのうちでは海浜
性のアカネムグラとハマムギや，路傍植物であるコハ
コベ，外来種のオオスズメノカタビラやアメリカオニア
ザミが含まれていたことから，シカの影響は著しかっ
たと推察される．
　1960年代のススキ群落は知床岬灯台付近を東限
として，アブラコ湾の南側まで連続して分布してお
り，1980年にも航空写真で判断する限り1960年代
とほぼ同様の範囲に広がっていいたものと推察される
（図1，2）．各群落の組成の詳細（表11）でも述べ
たように，2000年の調査では1960年代に常在度Ⅳ

以上で生育していた種のうちでシカに採食されやす
いオオヨモギとエゾノヨロイグサが消失するか大幅に
常在度を低下させた一方で，1960年代には生育して
いなかった21種が新たに出現しており，これらの中
ではシカに採食されにくいワラビ，ヤマアワとトウゲブ
キが高い常在度で生育していた．さらに，植生図の
比較からは，高茎草本群落の多種草原の中でニオモ
イ東側の部分がススキ群落に変化したものと推察さ
れる．以上から，従来の分布範囲がシカによる採食
による影響を受けた部分と，新たに別群落からススキ
群落化した部分の双方があるものと推察される．
　イワノガリヤス群落は1960年代には，岬地区の西
部，啓吉湾からアブラコ湾手前までと，知床岬灯台
付近に分布するとともに，背後の森林内の林冠を欠
く部分にも分布していた（図１）．2000年の調査で
は，全般に組成が単純化したものの，方形区の多く
は1960年代の分布範囲に近い斜里側の第一岩峰か
ら第二岩峰付近で設定されている（図3，表12）．な
お，羅臼側のイソヤ付近でも設定されているものの，
図示する広がりはなかった．また，背後の森林内の
空所では，現地の観察でクマイザサが増加しておりク
マイザサ群落として示した．
　以上より，従来から分布していたイネ科草本群落
は全般に組成的には著しく単純化したといえる．その
分布範囲は大きく変化していないものの，一部の多
種草原などと置き換わることによって拡大した部分も
あったものと考えられる．
・ササ群落
　3タイプのササ群落においては，種によってシカに
よる採食の影響の出方は顕著に異なっていた．斜里
側で背後の森林に接した部分に分布していたクマイ
ザサ群落は，植生図から判断する限り，2000年時
点で海岸側に広がっているように見受けられるととも
に（図3），クマイザサが単独で優占するa下位単位，
bハンゴンソウ-クマイザサ下位単位，およびcヤマア
ワ-クマイザサ下位単位とに区分された（表13）．これ
らの違いはシカの採食程度の相違に加えて，採食が
著しくなる前の種組成も組み合わさって生じたものと
推察される．これらの3つのタイプのクマイザサが優
占する群落の分布状況の詳細は完全には明らかでは
ないもの，文吉湾，啓吉湾周辺には，かつてのオオ
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Photo 10. Senecio cannabifolius community near the second rock peak 
at 2005. Note that the place of the photo is the same as photo 2.
写真10．2005年当時の第二岩峰付近のハンゴンソウ群落．
写真の地点は写真2とほぼ同地点．

Photo 11. Elymus dahuricus var. dahuricus community at Eorushi at 2003.
写真11．2003年当時のエオルシにおけるハマムギ群落．

ヨモギ群落が採食によって減少したあとにクマイザサ
とハンゴンソウとが侵入した結果，ハンゴンソウ－ク
マイザサ群落化した部分があったものと推察される．
また，知床岬付近ではススキ群落へも侵入したと考
えられる．
　チシマザサ群落においては，本種では稈上に冬芽
がある特性上，シカの採食に対する耐性が小さいこ
とから，その影響は著しかった．本群落の分布域に
大きな変化はなく，知床岬灯台から東に位置する羅
臼側の森林と草原の境界部分に分布していた（図1，
3）が，ハンゴンソウが侵入した結果，組成的に大き
く変質していた（表14）．シコタンザサ群落では採食
の影響はあると思われるものの，その分布範囲にほ
ぼ変化はなかった．

まとめ
　以上に述べた各群落の分布状況の変化と群落ご
との種組成の変化から，1980年代半ばからシカによ
る強度の採食を受けたこの地域の植生の変化は，次
のように総括される．海岸段丘斜面から段丘上に至
る縁に位置している風衝地においては，風衝の強い
限定された立地そのものの分布状況にはほぼ変わり
はないものの，ガンコウラン群落構成種の多くがシカ
によって採食されることによって群落が衰退し，そこ
にヒメエゾネギとヒメエゾネギ群落構成要素が侵入
したことによって，ヒメエゾネギ群落が増加したと考え
られる．

　知床岬を特徴づける海岸段丘上においては高茎草
本群落がもっとも著しく変化し，多種草原が主にスス
キ群落化したとともに，その一部ではトウゲブキだけ
が採食を免れて群落化した．また，オオヨモギ群落と
オニシモツケ群落も消滅し，主にイネ科草本群落に変
化したほかに，アキタブキ群落やトウゲブキ群落にも
置き換わった．さらに，斜里側を中心に1960年代当
時のオオヨモギ群落，イワノガリヤス群落やクマイザサ
群落などがシカによって採食されて，ハンゴンソウが
群落化した．その一方でイネ科草本群落とササ群落
では組成の単純化が進んでいたものの，クマイザサ群
落は高茎草本群落が衰退したあとに代わって成立し
たことによって，群落としては分布域が拡大した．
　2000年以降もシカは増減を繰り返したが，2007

年冬からは知床世界自然遺産の管理の一環として捕
獲・駆除による個体数調整が開始され，その後の
植生の回復過程のモニタリングも管理主体の省庁に
よって継続され，著者らも協力している．個体数調整
が開始されてから18年（2024年時点）が経過した現
状では，高茎草本群落の構成種の一部には回復の兆
しが認められるものの，群落そのものの回復はいまだ
途上にある（石川 2023）．今後の推移を明らかにする
ことは，植生回復の生態学的過程を解明する科学的
な価値とともに，世界自然遺産を適切に管理する場
合に，管理手法の評価基準として植生回復の実態を
利活用する面での価値もある．世界自然遺産登録以
降の変化，回復過程は稿を改めて報告する．
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